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一
一
一
一
生
…
よ
ぴ
行
政
視
察
な
ど
、
ま
っ
た
く
県
折
角
の
一
富
市
が
生
か
さ
れ
ず
、
代
…

f
一
親
が
、
教
え
よ
う
と
も
思
わ
な
い
の
一
え
な
お
す
に
は
、
二
つ
の
こ
と
を
芋
え
戸
ゃ
、
市
町
村
の
本
当
の
議
会
と
同
じ
表
者
を
送
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
…

一
に
、
「
こ
の
字
は
な
ん
て
読
む
の
?
」
一
る
よ
り
も
、
骨
が
お
れ
る
も
の
で
す
o

Z

よ
う
に
運
営
さ
れ
、
組
織
さ
れ
て
お
で
す
が
、
本
当
は
、
ど
こ
か
に
生
か
一

一

「

こ

れ

は

、

な

ん

一

/

/

字

の

積

木

も

-

…

り

、

地

方

議

会

の

あ

山

口

弘

k
h
zの
で
す
…

一

取

れ

れ

七

一

司

直

)

サ

刊

よ

い

方

法

一

…

日

時

抗

日

一

一

一

二

①

一

一

一

一

一

ド

凶

作

品

…

一
て
い
し

f
ろ

う

か

ご

ま

九

ヱ

〆

ご

と

「

/

子

ど

も

が

、

字

一

日

一

一

三

一

二

三

一

り
す
」
X
ノ
だ
ろ
ろ
か
と
一
一

-dp一
ノ
モ
ヂ
ノ
と
覚
え
た
が
っ
た
一
…
の
普
及
室
を
図
る
一
三
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
な
ら
、
あ
な
た
ひ
と
…

三
ま
し
ょ
う
も
の
で
す

Lふ
グ

「

J
諦
b
ポ
出
「
ら
少
し
づ
っ
教
え
一
…
う
え
で
非
常
に
、
役
一
-
一
一
軍
事
一
一
一
一
一
一
一
り
の
一
票
で
、
議
員
一

主

主

校

へ

入

学

一

戸

s
小
ま
ー
霊
五
ノ
~
て
や
る
と
よ
い
の
一
一
立
っ
て
い
る
と
い
う
一
一
一
一

¥
i
一
一
一
一
一
一
一
室
べ
な
か
っ
た
と
一

回
一
す
る
前
に
、
芋
え
く
ハ
川
弘
血
糊
鞠
吋
地
~
で
す
苧
え
方
は
、
一
…
こ
と
で
す
。
一
一
一
一
一
九
一
一
一
一
一
と
は
、
「
死
警
に
一

月
一
て
し
ま
っ
た
ら
、
/
d
A
L
t
撫
叫
伊
伐
さ
字
を
主
に
し
な
い
一
…
県
の
青
年
議
会
の
一
一
一
二
も
一
一
一
一
一
な
る
わ
け
で
す
。

在

一

一

学

校

へ

行

っ

て

小

/

/

一

一

H
H
U
/九
こ
と
が
大
切
で
す
一
…
場
合
で
す
と
、
毎
年
一
一
一
二

3
一
一
一
一
一
し
か
し
、
こ
の
よ
…

(
一
ら
、
習
う
こ
と
が

d
-

つ
ま
り
、
は
な
し
一
一
六
月
下
旬
県
下
か
ら
一
一
一
一
一

E4
一
一
一
一
一
う
に
、
一
票
の
力
は
…

一
な

r¥
学
校
が
つ
ま
ら
な
く
な
る
と
い
て
」
と
ば
を
も
と
に
し
て
、
字
を
教
え
て
五
青
年
団
員
数
に
比
例
一
一
一
二
時
す
二
一
一
一
議
員
を
選
ぶ
ば
か
り
…

一

戸

と

を

耳

に

し

て

い

る

か

ら

で

す

。

一

い

く

よ

う

に

す

る

の

で

す

。

一

日

一

一

三

一

時

股

二

一

一

一

一

一

ロ
一
実
除
、
臼
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
、
一
た
と
え
ば

J
Z積
み
木
を
与
え
た
一
…
し
て
、
四
十
人
の
議
一
一
一
一
一
関
門
一
一
一
一
一
一
で
な
く
、
ど
れ
だ
け
…

問
一
(
り
か
え
さ
れ
る
と
、
よ
く
聞
い
て
い
一
と
き
は
、
「
こ
れ
が
グ
、
芦
の
字
よ
」
一
…
員
数
が
割
り
あ
て
ら
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
三
の
反
対
が
あ
っ
た
か
…

日
一
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
子
供
に
限
ら
ず
一
「
こ
れ
が
H

い

グ

の

字

よ

」

と

い

う

ふ

一

…

れ

、

七

月

下

旬

ま

で

と

い

う

強

い

意

味

を

…

μ
一
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
一
う
に
い
わ
な
い
で
、
「
あ
め
」
と
か
、
一
…
に
、
各
都
市
ご
と
に
、
議
員
が
選
ば
持
っ
て
い
る
わ
け
で
、
政
治
や
、
政
…

恒
一
で
は
、
知
能
が
す
す
ん
で
い
て
、
早
一
「
あ
し
」
と
か
い
う
ふ
う
に
、
一
つ
の
一
…
れ
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
党
に
対
す
る
批
判
の
発
言
も
し
て
い
…

間
一
く
か
ら
字
を
党
え
た
が
っ
て
い
る
子
に
一
こ
と
ば
、
ま
た
は
、
文
を
つ
く
っ
て
、
一
一
す
。
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
、
別
の
こ
と
…

f
一
じ
り
に
数
え
ず
に
い
た
ら
ど
う
な
る
で
一
字
を
弘
せ
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。
戸
こ
の
青
年
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
ば
で
、
「
批
判
票
」
と
い
わ
れ
ま
…

)

一

し

よ

う

か

。

子

ど

も

に

よ

っ

て

は

、

せ

一

こ

う

し

て

、

こ

と

ば

を

組

み

立

て

て

一

…

し

た

こ

と

の

あ

る

青

年

で

、

現

職

の

す

。

…

二
一
っ
か
く
覚
え
た
い
気
持
の
お
刊
で
よ
叩
と
き
一
い
る
字
と
し
て
、
字
を
覚
え
て
い
く
よ
一
…
市
会
議
員
が
生
れ
て
い
る
む
い
う
の
+
円
安
…

(
一
に
教
え
て
も
ら
え
な
い
の
て
カ
え
っ
-
う
に
さ
せ
る
〉
」
と
が
、
大
切
で
す
。
一

一

一

一

…

で

す

か

ら

、

ま

ず

は

、

そ

の

ま

じ

め

玲

挙

単

一

一
て
、
字
に
対
し
て
興
味
を
失

5
か
も
知
一
(
波
多
野
勤
子
著
「
小
学
生
の
心
理
一

一

一

一

一

な

企

画

が

い

か

に

成

功

し

て

い

る

か

叔

女

-

(

れ

ま

せ

ん

。

」

か

ら

)

一

ペ
ー
あ
た
は
/

{

}

J

t

一

)

f

ど
う
し
ま
す
か

f
t
I
一

大
地
震
の
と
き
の
処
置
と
心
得

1
1
-
z
i
-
-
i
l
l
-
a
b
i
-
-し
:
I
l
-
-
E
i
l
-
一
一
あ
り
ま
せ
ん
。

日

三

十

分

た

と

え

一

二

十

分

で

も

一

年

に

す

一

一

つ

け

も

の

以

外

の

新

鮮

な

野

芝

、

る
と
、
百
八
十
時
間
、
け
っ
し
て
、
一
一

一

主

義

で

ハ

カ

に

な

り

ま

せ

ん

。

一

つ

ド

む

れ

は

ぷ

刊

訂

計

一
私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
、
あ
ま
り
読
書
は
、
少
し
ず
つ
で
も
、
毎
日
一
一
ひ
か
え
め
に
す
る
こ
と
が
大
切
。

一
読
書
の
習
慣
が
な
い
よ
う
で
す
。
こ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
か
ら
、
私
は
…
一
I
r
-
-
-
f
l
・
-
-
L
I
z
-
-
1
t
i
l
-
-
-

一

と

に

私

た

ち

農

村

婦

こ

の

三

十

分

主

義

を

一

一

N
U
N
-
-
1
1
H
I
l
l
-
H川

一

人

は

、

忙

し

く

て

そ

守

っ

て

い

ま

す

。

↑

一

1

1

1

1

1

'

〉

一

ん

な

ひ

ま

が

な

い

と

司

到

芸

:

山

本

を

読

む

こ

と

に

よ

一

一

主

主

担

日

献

J
o
u
μ
Z
G
Z

一
い
い
ま
す
が
、
そ
の
お
悔
し
れ

vmn疑
問

絞

っ

て

、

家

庭

生

活

の

一

一

宣

言

L

U

P

月

ぽ

一

者

一

2

2

4

5

2

4

マ

;

ら

の

EMu-J一一一ぺ
J
……一一一三シ山

3
4ル
お

側

面

で

も

、

私

た

ち

が

…

「

川

は

日

ソ

|

一

一

一

帰

り

に

は

、

立

ち

話

品

開

古

田

川

ま

ず

よ

い

人

Illu--1
一

L
2
2
1
子

一
日
即
日
ど
は
い
…
…

J11日…

1JJ一一

J!?iJ一
一

一

日

刊

誌

佐

子

大

洲

に

F
M
局
誕
生

J
4
2一

語

静

一
N
H
K
で
は
、
来
年
三
月
末
ま
で
に
一
)
一
一

mJコ
也

U
山
口
め
到
一

E

い

な

い

で

し

ょ

う

か

も

、

む

の

糧

と

し

て

三

、

一

、

一

一

l

t

;

l

元

日

一

J

-

一
一
大
洲
に
、
F
M
放
送
局
を
開
局
し
い
以
一
L
y
一
氏
一
京
民
法
紅
白
士
郎
み
の
山
市
一

け

っ

し

て

、

お

し

ゃ

べ

り

が

悪

い

常

日

ろ

ど

、

木

を

読

み

、

も

の

を

考

日

一

。

一

月

一

一

-

一

一
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
が
、
読
ど
る
習
慣
を
つ
け
理
解
す
る
力
を
養
一
一
送
を
始
め
る
予
定
で
す
↑
日
一
良
一
日
目

U
日
記
叩
計
一
…
肌
川
円
一
一

王
だ
っ
て
、
そ
の
気
が
あ
れ
ば
、
一
一
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
士
放
送
中
紘
一
程
、
現
在
の
テ
レ
ビ
局
一
劃
一
一

0

一

一

十

分

や

三

十

分

、

時

間

が

つ

く

れ

な

工

に

併

設

さ

れ

、

テ

レ

ビ

ア

ン

テ

ナ

を

通

一

回

二

l

i

l

-

-

一

一
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
(
長
浜
町
大
字
戒
川
主
婦

2
一

一

じ

て

送

信

の

予

定

。

一

副

1

l

!

?

J

I

l

l

i

-

-

…
f
i
l
i
-
-
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
Z
I
l
l
i
-
-
:
i
!
:
I
l
i
-
-
:
i
l
-
-
-
a
l
l
i
-
-
F
M
放
送
は
、
雑
音
が
な
く
、
い
つ
一
十
段
一
一
向
:
染
一

夜

ふ

か

し

ゃ

、

無

理

で

体

が

疲

れ

き

一

野

菜

を

ナ

マ

で

食

べ

る

一

も

、

き

れ

い

な

音

で

、

放

送

を

楽

し

め

一

軒

一

三

蜘

日

一

っ

て

い

た

り

、

胃

腸

を

悪

く

し

て

体

力

一

一

ま

す

。

一

番

一

備

一

占

判

京

ご

が
な
く
な
っ
て
い
る
と
、
ヵ
ゼ
に
か
か
一
と
こ
ろ
で
、
脳
卒
中
は
、
年
末
に
多
一
音
楽
フ
ア
ジ
の
方
に
と
っ
て
は
、
た
一
話
一
一
様
町
間
通
際
地
奥
一
一

り
や
す
い
も
の
で
す
。
一
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
知
ら
ぬ
聞
に
高
く
一
の
し
み
が
、
ま
た
ひ
と
つ
ふ
え
ま
し
た
一
竜
一
腕
一
局
屋
市
原
新
一
一

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
?
で
な
っ
て
い
た
血
圧
が
、
年
末
の
忙
し
き
一

V
E
s
-
-
1
4
j
/

一

送

一

部

一

日

一

一

そ
れ
は
、
カ
ゼ
を
起
す
と
い
わ
れ
る
一
ゃ
、
緊
張
、
食
事
の
不
摂
生
の
た
め
、
一
軍
哉
1
浜
が
優
勝
/
一
敬
二
役
紺
ほ
凶
松
山
東
前
一
一

菌

は

、

ど

こ

に

で

も

、

い

つ

で

も

あ

る

二

層

進

む

か

ら

で

す

。

一

j

h

I

I

I

-

6

J

t

i

h

-

-

レ

一

絹

一

号

止

七

一

一

菌
で
、
丈
夫
な
体
に
は
宮
口
を
起
き
な
い
一
高
血
圧
立
、
農
家
に
多
い
と
い
わ
れ
一
議
員
の
ソ
フ
ト
オ

j
」
人
会
一
有
一
一

U
山

川

5

切

り

日

ω一一

-

l

一

矛

一

回

喜

多

郡

町

村

議

会

議

員

組

善

一

一

番

一

5

8

5

白

6
8
2
一
一

の

に

、

体

の

弱

み

に

つ

け

こ

ん

で

、

す

一

ま

す

が

、

原

因

と

し

て

は

、

塩

分

の

と

-

一

一

一

一

一

一

、

フ

ト

ボ

ILV
大

会

が

、

先

日

、

長

浜

一

一

一

に

一

一

ぐ

病

気

を

ひ

き

お

こ

す

か

ら

で

ず

。

一

り

す

ぎ

と

、

労

働

過

重

が

あ

げ

ら

れ

ま

一

高

校

で

開

か

礼

ま

し

た

。

一

一

一

ニ

こ
の
よ
う
に
、
原
因
が
た
く
さ
ん
あ
一
す
o

一
当
日
参
加
し
た
チ
l
ム
は
、
長
浜
町
一
言
一
郎
次
当
時
同
夫
刊
純
一
叩
一
一

る
か
ぜ
の
予
防
に
は
、
何
ん
と
い
っ
て
一
高
血
圧
の
予
防
は
、
中
年
か
ら
で
は
-
肱
川
町
、
内
子
町
、
五
七
崎
町
、
そ
れ
-
一
一
五
栄
刊
青
共
江
主
京
#
一
一

も
、
規
則
正
し
く
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
楽
一
手
お
く
れ
で
す
。
若
い
う
ち
か
ら
注
意
一
に
河
辺
村
の
各
町
村
議
会
一
義
員
で
、
熱
一
一
一
智
沢
問
問
ト
本
吉
本
間
一
一

し
い
生
活
を
す
る
こ
と
と
、
外
の
温
度
-
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
み
そ
、
っ
け
一
戦
の
結
果
、
国
岡
弘
優
除
、
準
健
勝
は
一
一
氏
一
党
一
金
烏
則
阪
水
一
冗
山
科
一

に
よ
く
あ
っ
た
清
潔
な
着
物
、
特
に
下
一
も
の
の
類
は
、
ご
く
ひ
か
え
め
に
し
、
一
肱
川
、
そ
し
て
芳
三
位
は
五
十
崎
チ
!
一
一

j

一
ト
5
5
7
0
1
1
3
一

一

-

ム

で

し

た

。

一

一

下

O
L
-
-

、
;
!
:
1
1
1
1
一

着
を
き
る
こ
と
で
す
o

-

白

米

を

腹

い

つ

ば

い

食

べ

る

の

も

よ

く

一

L

I

-

-

l

i

l

i

-

-

-

1

1

1

!

一

こ
ん
で
い
ま
す
。
本
職
の
お
ま
わ
り
さ
①
「
お
宅
の
ご
主
人
が
車
で
け
が
を
車
の
事
政
を
お
こ
し
て
」

ん
で
さ
え
、
‘
と
ろ
り
と
や
ら
れ
る
と
い
さ
れ
て
・
」

i

⑦
「
お
た
く
の
主
人
か
ら
頼
ま
れ
た

う

こ

と

で

す

。

①

「

会

社

の

も

の

で

す

が

、

泣

く

で

の

で

す

が

、

五

千

円

程

わ

た

し

て

」

な
ど
と
、
あ
と
で
考
え
る
と
、
ど
う
し

て
、
ご
ま
か
さ
れ
た
か
と
く
や
し
が
る

ケ
ス
が
多
い
そ
う
で
す
。

A
V
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
の
話
は
必
ず
関

係
者
に
た
し
か
め
る
こ
と
が
大
切
で
す

八
〉
洋
服
地
、
着
物
な
ど
を
売
り
歩
く

人
に
注
意
を
い
で
し
ま
し
ょ
う
。

「
会
社
が
倒
注
し
て
、
退
職
金
が
わ
り

に
、
こ
の
服
地
を
現
物
に
支
給
さ
れ
て

ー
一
な
ど
の
手
口
に
は
、
絶
対
に
の

ら
な
い
こ
と
で
す
。

。
と
に
か
く
年
末
は
、
忙
し
い
と
き

で
す
。
っ
か
れ
が
ち
で
す
。

ガ
ス
の
も
と
せ
ん
を
忘
れ
た
り
、
ス

ト
ー
ブ
を
消
す
の
を
忘
れ
た
り
、
錠
を

か
け
る
の
を
忘
れ
た
り
す
る
も
の
で
す

家
族
全
員
で
、
そ
れ
ぞ
れ
八
万
担
を
き

め
て
、
心
静
か
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
、
諸
事
を
手
早
く
片
づ
け
ま

し
ょ
う
。

編
集
室

倉支

A
V
年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
さ
と
共
に

例
年
多
く
な
る
の
が
犯
罪
で
す
。
ふ
だ

ん
よ
り
、
三
割
く
ら
い
多
い
と
い
わ
れ

ま
す
。せ

わ
し
さ
か
ら
噌
ス
キ
が
で
て
、
そ

こ
を
つ
け
こ
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

。
最
近
と
く
に
多
く
な
っ
た
の
は
、

「
ひ
っ
た
く
り
」
で
す
。

ひ
っ
た
く
り
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

の
裏
通
り
を
さ
け
て
通
る
。

ωひ
っ
た
く
り
は
、
大
半
う
し
ろ
か

ら
近
ず
く
か
ら
、
う
し
ろ
か
ら
く
る
自

転
車
.
オ
ー
ト
バ
イ
、
乗
用
者
に
充
分

気
を
つ
け
る
。

③
-
フ
イ
ト
を
消
し
て
く
る
車
は
あ
ぶ

な
い
。。

こ
の
ご
ろ
の
詐
欺
は
、
な
か
な
か

¥
勾
侶
官

、
告
と
部
一

、、ペ)一

ス
ト

J7い
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沢
沢
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城
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